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１章　テーマの決定
ⅰ若い女性における喫煙率の増加
私の周りには、父を始めたくさんの喫煙者がいる。しかし、私自身はたばこを吸おうと思ったことはない。私は非喫煙者である。
　現在の日本では、たばこは人体に様々な悪影響を与えることが知られていて、禁煙の意識が高まり、いたるところで分煙がすすめられている。グラフ1、たばこ産業の「平成20年全国たばこ喫煙者率調査」によると、成人男性の平均喫煙率は39.5%であった。これは、昭和40年以降のピーク時(昭和41年)の 83.7％と比較すると、41年間で44.2ポイント減少したことになる。
　 近年、禁煙、分煙が騒がれたりすることは、喫煙者か否かを問わず日本人の多くが、たばこは「体に悪いもの」だとして認識していることの証拠である。
しかし、女性の喫煙者数に着目すると、事態は変わってくる。もう一度グラフ１を見てみると、昭和40年代から平成17年度にかけて、30代女性では喫煙者の数は約1.5倍、さらに20代女性では2倍以上に増加している。
ここで、二つの疑問が浮かび上がってくる。
ひとつに、そもそも、女性の喫煙者がこれまで少なかった理由はなぜなのだろうか。もし、最近になって若い女性の喫煙者が増えた理由を、女性の社会進出が一般化され始めたことによるとするならば、男女雇用機会均等法に代表されるように、すでに各分野における男女格差が縮まってきている段階で、喫煙者率における男女差は、全体的にはあまり縮まっていないともいえる。
次に、女性の中でも、なぜ若い人に喫煙者の増加が顕著なのかという点である。調査報告（たばこ総合研究センター、1984）によると、年代別女性の喫煙者は、30年ほど前までは常に40代、50代が優位であったのが、昭和52年を境に、20代が女性全体の平均喫煙者率を上回り、昭和54年には年代別喫煙者率のトップに踊り出でるに至っている。先に述べた昭和60年の調査（日本たばこ産業、1986）でも、女性20代の喫煙者率は16・6％とどの年代よりも高くなっている。
なぜ、若い女性の間で喫煙者が増えてきているのか。また、逆に言えばなぜ40年代ごろまでは、若い女性の喫煙者が少なかったのだろうか。
グラフ１　性別・年代別喫煙率の推移
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厚生労働省の最新たばこ情報　　http://www.health-net.or.jp/tobacco/front.htm
（2011/01/22アクセス）
ⅱ前提としての喫煙リスクの説明
　若い女性に喫煙者が増えている理由は後ほど述べることにして、もう一つ気になってくるのが、喫煙が女性の体にどんな害が及ぶのかについてである。喫煙が人体に対して少なくとも何かしらの悪影響を及ぼすということは、すでに誰もが認識しており、それにもかかわらず若い女性に喫煙者が増えているという現状があるわけであるが、彼女たちは、果たして喫煙はどれほどの健康リスクがあるのであろうか。リスクの大きさによっては、彼女たちはそのリスクをより深く理解してから喫煙行動をとるべきであり、場合によっては女性の禁煙に関する特別な政策が必要となってくるかもしれない。喫煙による健康のリスクは、はたしてどれくらいのものなのであろうか。
女性の喫煙で最も問題となるのが妊娠・出産への悪影響である。まず喫煙によって受精卵が着床しにくくなり、不妊症や流産、早産を起こしやすくなる。妊娠中は一酸化炭素による低酸素状態の影響で胎児の発育が悪くなり、低体重児や先天異常、出産後の突然死のリスクが高まる。また、胎児は胎盤で酸素を吸収するが、低酸素状態をカバーしようと胎盤が大きくなり、前置胎盤など出産時のトラブルも多くなる。授乳中の喫煙は母乳を介して乳児の体内にニコチンなどの有害物質が入るとともに、煙による受動喫煙によって乳幼児の健康を著しく損なう。また、喫煙は女性ホルモンの分泌に影響を与え、次のようなリスクが高まる。
●　月経困難症が強く出る。 
●　閉経が早まる。 
●　更年期障害が早期に起こる。症状が強く出る。 
●　乳がん、子宮がん、骨粗鬆症が起こりやすくなる。 
●　ピルを服用する人は心筋梗塞や脳卒中が起こりやすくなる。
さらに毛細血管の収縮によって肌荒れをはじめ、美容面での悪影響も大きい。たばこ1本でレモン半分のビタミンＣが失われるともいわれている。
以上のように、若い女性の喫煙には、性別に関係なく引き起こされる肺、その他全身のがん、動脈硬化の進行、心筋梗塞や狭心症、脳卒中、慢性呼吸器疾患などに加えて、女性ならではの妊娠や美容に関するリスクが伴ってくるのである。
このようなリスクを伴ってまで、喫煙をする理由は何なのであろうか。若い女性たちにとって、たばこの存在意義とは何なのであろうか。禁煙、分煙がどんどん進められていくなかで、煙草に関して私たちがどう考え、どう行動しているのか、長い喫煙の歴史をたどりながら、社会学的観点から考察していく。
２章　喫煙の社会的機能
ⅰ喫煙の動機
　たばこは、「百害あって一利なし」などという言葉とともに語られることも多く、先ほども述べたように、世間ではあまりいいイメージがないものである。
それにもかかわらず、喫煙者が喫煙行動をとる理由に関しては、多くの社会学者、心理学者たちが疑問を持ち、議論の題材としてきた。
これに関しては、その理由は、たばこを吸い始める開始期と、習慣化にいたる過渡期と、習慣になってしまった維持期と、止めるに至る最終期と、喫煙行動の発達段階によって異なってくると考えられるが、喫煙行動に関する文献（ウィリアム・Ｌ・ダン編／広田君美他監訳　1975年）によると、大体次のようにまとめられるようである。
1 心理・社会的動機　ニコチンの薬理性とか、トータルな煙の効果など、喫煙行動の喫煙行動の研究がもっとも盛んに行われている分野であるが、煙の吸入によって生じる一時的な整理反応、たとえば、興奮とか抑制とかの効果に向けられる動機である。未経験者にはわからないことなので、およそ初喫煙行動とは無関係の動機である。
2 心理・社会的動機　喫煙の開始が、好奇心、模範、地位的確立、反抗期等のメカニズムによって媒介される心理・社会的行動であることを多くの人々が認めているように、開始段階で決定的な影響力を持つ動機である。のみならず、すってはみたものの最初はあまり美味でもないたばこを吸い続けさせるのは、たばこの薬理的効果によるよりはむしろ心理・社会的動機によるところが大きいと考えられる。また、たばこを止めるか止めないかに至っては、まったくの社会的な要因と考えられる。喫煙行動の前段階にかかわる動機であるといえよう。
3 感覚的動機　喫煙は、嗅覚、味覚の各館角形に刺激を与える。それらは、ひりひりしたり、苦味であったりするが、これらの感覚が満足の源泉となる。呼吸器のより深い部分での煙の「存在」の体験は魅力的なのであろう。これらの満足に向けられる動機である。
4 精神運動　「喫煙」は単に活動として重要である」（たばこ総合研究センター1983、p25）という主張を支持するとらえ方である。ストレスや不確定な状態におかれたとき、喫煙者は非喫煙者よりもはるかに有利であるといわれている。たばこを吸わない人だったらさしずめ爪をかんだり貧乏ゆすりをしたりするところ、たばこを吸う人は、おもむろにたばこを取り出し、箱からたばこを１本抜き取り、火をつけ、…といった一連の手続きを自己流の作法で行う。これは、単に煙を摂取する以上のものであり、内的に調整されていない精神運動に方向を与える、価値ある「転移行動」であるというのである。
5 健康上の不安　これは、がんとの関連とか、妊婦の喫煙の胎児柄の影響とかの不安で、喫煙行動を控えさせたり、止めさせたりするマイナスの動機を形成するもので、最終段階で影響力を持つと考えられる
以上の流れを見てみると、最初は好奇心や反抗といった心理・社会的動機から始められる喫煙行動も、しばらくの間は不快な作用もあるが、ごく短期間でニコチンの報酬効果を味わうことを学ぶようになり、同時に、気分転換とか、円滑な人間関係の維持といった心理・社会的効果との相乗作用によって習慣となり、喫煙に依存するようになるまでの過程がある程度理解できる。
　しかし、動機の⑤にもあるように、健康上の不安という要因、しかも、かなり重大なマイナス要因が存在するにもかかわらず、人はなぜたばこを吸い続けるのか、なぜ女性の喫煙者が最近になって増えてきているのかという疑問は依然として残されたままである。
　喫煙行動は、心理・社会的要因からのみ説明されるものではないが、喫煙行動のすべての段階において重要な決定要因として働く心理・社会的要因を明らかにすることが、喫煙行動のなぞを解き明かす糸口になりそうである。
　
ⅱ世界の喫煙の歴史
　現代社会では、喫煙者と非喫煙者との抗争が行われている。喫煙者の多くは、たばこは社会にとって必要なものだと言い、一方で、非喫煙者の中には、たばこは人体に害があるため、人間にとって望ましくないものだと語る。近年、日本では、たばこを生産している企業の推進運動もあって、喫煙のマナーアップや分煙など、喫煙者と非喫煙者の共存が呼びかけられているが、これも、喫煙者に対する非喫煙者の厳しい対応を分煙によって軽減し、喫煙者が喫煙しやすい環境を作るという考えが少なからずあると考えてよいだろう。
　ただし、こういった抗争は、今に始まったことではない。喫煙の歴史を通じて、喫煙は社会的に望ましいものとして、また望ましくないものとしての両方に見られてきた。最近でも、喫煙は種々の攻撃を受けてきた。これらの攻撃は、喫煙が人々にとって社会的な表現・象徴といった意味を持っていることと関係がある。なぜ喫煙が、攻撃を受け続けてもなお重要性を保持しているかについては、S.J.ファインバトラーによると、喫煙の象徴的意味を、西洋での歴史的観点と比較文化的観点との両方で検討することで理解できるようである。
①起源 
人類でタバコ属植物に初めて出合ったのは、氷河期の最盛期にマンモスなどの大型ほ乳類を追って、シベリアから陸続きのアラスカを経由し、アメリカ大陸にたどり着いた人々、あるいはその子孫だといわれている。広大なアメリカ大陸には、喫煙の文化以外にも、紀元前からさまざまな地域に特色ある文化が発達した。こうした文化は、15世紀末に起こるヨーロッパとの接触をきっかけに世界に広まっていったが、たばこの利用もそのひとつである。
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アメリカ大陸の古代文明では、たばこは、神々に捧げるための植物として重要な役割を果たしていた。神への供物として儀式に欠かせなかったたばこは、呪術的な治療にも利用されながら、長い歴史のなかで、徐々に安らぎを得るための嗜好品として使われるようになっていった。 
新大陸では、たばこは儀式に欠かすことのできないものであった。その紫煙は神々へのよき供物であり、また、神託をもたらすものとして、火にくべて炎の動きや煙の形から、戦いの勝敗、未来や吉凶を占った。北米先住民の間では、和を結ぶ儀式にパイプが吸われていた。
また、エジプトのアビドス神殿には、３３００年ほど前に即位した王セトス１世が、オシリス神とホルス神に煙を献ずるレリーフが残っており、古代ギリシアの歴史家ヘロドトスは、著書「歴史」の中で、火の中に大麻草を放り入れて、その煙に酔いしれるといった中央アジアのシシアン族の風習を紹介している。  
新大陸の古代文明では、病気は体に宿った悪霊のせいで、霊力を持つ呪術師がそれを追い払うことで回復すると考えられていた。たばこは、こうした呪術的な治療にも利用されていた。  
たばこは、神事祭祀に用いられていただけでなく、次第に嗜好品としても楽しまれるようになっていった。メソアメリカ（中米）では、喫煙は貴族や戦士などの特権とされていたが、一般の人々も誕生祝い、結婚祝いの場で必ず出されるたばこを楽しむうちに、日常生活の中に喫煙の風習が広がっていった。（図１）
図1左手に花束、右手にたばこを持ってくつろぐ
アステカ王国のモクテスマ王　
「リオス絵文書」（16世紀）
アメリカの原住民たちは、このようにたばことその煙をありがたがり、彼らにとっては、喫煙は神や精霊と意思伝達や、治癒能力を高めるための象徴であった。
しかし、新大陸に上陸したスペイン人にとっては、喫煙はキリスト教徒に対する異教徒の象徴であった。
② 新大陸発見
1492年、黄金の国ジパングを目指して大西洋を西に向かったコロンブス（1451～1506）は、苦しい航海の末、サンサルバドル島に到達した。このことは、ヨーロッパの人々にとっては未知の新大陸への道が開かれた大きな出来事であった。そこには彼らが想像もしなかった豊かな自然と文化があり、それらがヨーロッパに伝えられる中、たばこも、新大陸原産の珍しい植物のひとつとしてヨーロッパに伝えられた。
コロンブスの新大陸到達をきっかけに、本格的な大航海時代が始まった。世界中で、人々の交流が盛んになるとともに、それぞれの産物が互いに紹介され、新大陸からは、トウモロコシ・ジャガイモなどとともに、たばこがヨーロッパへ、また、ヨーロッパから新大陸へは、麦・米・牛・馬などが移入された。ヨーロッパでは、たばこは当初、薬品・観賞用の植物であったが、次第に喫煙の風習が広まり嗜好品として流行した。それがやがて、世界各地に伝えられていったのである。しかし、スペイン人たちが始めて喫煙の風習を発見したときは、それは非常に奇妙な光景であった。
1492年（明応元年）10月12日、クリストファー・コロンブスは乾燥したタバコの葉をアラワク族から与えられたが、興味を示さず廃棄してしまった。その後ロドリゴ・デ・ヘレス (Rodrigo de Jerez) とルイス・デ・トレス (Luis de Torres) が喫煙を目撃した最初のヨーロッパ人となり、ヘレスがアメリカ州の外で喫煙した最初の人物として記録されている。
彼らが新大陸を発見したとき、自分たちの大陸以外に人間が住んでいること自体が奇妙なことであり、ここに住んでいる人たちは悪魔によって運ばれてきたのだと解釈し、そして喫煙は地獄の火と硫黄に関係しているのだと解釈した。キリスト教徒たちは、彼らの風習が忌まわしいものであったとしても、キリスト教徒として彼らを救済しなければならないという義務感を感じた。そこで、はじめは、スペイン人たちにとって都合のいいように、原住民たちの信仰と風習を廃止しようとした。しかし、スペイン人の指導者がそうしているうちに、彼らの部下たちが、原住民の流儀を身につけることに意味を見出し始めた。原住民は喫煙を望ましいと捉えていたが、聖職者たちはこれを、異教徒とは区別するために、公式にはそれを忌まわしいもの、混乱を生ずるもの、悪魔との契約を果たしたものであると宣言した。しかし、その医薬的特性は違反行為に走らせただけでなく、しばしば悪魔の草を「紙の治療薬」と呼ばせた。
16世紀には喫煙の習慣は主に船乗りの間で一般的なものであった。1560年代にジョン・ホーキンス (John Hawkins) の船員によってイングランドにもたらされたが、1580年代に至るまで大きな影響を与えることはなかった。イングランドでは1820年代後期から広く浸透し始めた。1828年（文政11年）、スペインで紙巻きタバコ（シガレット）が登場し、一定の商業的な拡張をもたらしたが、20世紀初頭に安価な機械製造法が普遍化されると、その医学的価値と依存性により爆発的に喫煙人口が増加した。
エリザベス時代のイギリスで、たばこの医薬的価値にくわえて、その快楽的使用がすぐに認識された。肺を浄化してくれるものとして老若男女が喫煙し、しばらくの間、喫煙の否定的意義は忘れられたように思われた。しかし、１６６０年の王政復古とともにイギリス文化は変わり、喫煙慣習の象徴的意味も変化が及んだ。
追放されていたチャールズ２世がフランスから戻り、宮廷文化が確立された。宮廷社会は、商業によって新たに裕福になった新たな商人階級や、新たな土地を獲得した地方紳士と差別化を図ろうとした。宮廷の人々は優美なドレスで着飾るとともに、嗅ぎたばこという新しくて煙のないたばこの使用により、それを可能にしようとした。対照的に、紳士階級のパイプは粗野で不潔なものだとした。結果的に、社会的階級は、そういったたばこの習慣と詳細な社会的・道徳的規範とで分けられ順序付けされた。宮廷人は高尚な雰囲気の中で嗅ぎたばこを用い、喫煙用のジャケットを着て、華美な刺繍の入った防止をかぶって喫煙室にこもった。一方で、下層階級と反社会的なボヘミア風の若者は、街頭とコーヒーハウスで喫煙をつづけた。このようにしてビクトリア時代の人は、その生活の中での秩序を確立した。
そうしているうちに、新世界では、たばこの習慣が地理的な線に合わせて制度化された。南米とメキシコでは、葉巻の喫煙が人気を得て、女性の間でも行われた。南側の植民地では、たばこが農業、公益において利益の多い商品であったため、たばこの使用が盛んに行われた。しかし、北側のピューリタンの拠点では、たばこから具体的利益がほとんど得られず、たばこの否定的な見方が復活し、その使用を制限する多くの法律も作られた。北側のたばこ経済に影響が出始め、急速に発展する技術が社会の自由化をもたらし始めたころ、喫煙は、若者の成熟と女性の独立性の象徴になり始めた。
　
ⅲ日本における喫煙の歴史
①南蛮貿易
天文12年（1543）ポルトガル人の乗り合わせた船が、鹿児島南方の種子島に漂着し、この偶然の航路発見以来、かねてから日本への渡航を考えていたポルトガルは、九州の各港を訪れ貿易を始める。その後、スペインをはじめヨーロッパの国々がこれに加わって、日欧間の貿易が行われるようになったのが南蛮貿易である。
この南蛮貿易により日本にたばこが伝来した16世紀の末以降、喫煙の風習が広がり、国内でもたばこの栽培が始まった。一方、南蛮渡来の珍しい喫煙の風習は、当時の「かぶき者」と呼ばれる、ならず者たちが徒党を組むシンボルとして使われたりしたことから、江戸幕府はたばこの禁令を出した。また、喫煙が広まるとともに、主要作物の米ではなく、たばこを栽培する農家が増えたため、幕府は、農家がたばこを栽培することを防ぐための禁令も出すこととなった。こうしたたばこの禁令は江戸時代の初めから多く出され、厳しい罰則もみられた。
しかし、禁令にも関わらず、たばこを楽しむ人々は増え続け、たばこの耕作も広まっていくうちに、禁令は形骸化し、元禄期ごろを境に新しい禁令も出されなくなった。こうして、たばこは、江戸時代の庶民を中心に、嗜好品として広く親しまれながら独自の文化を形作っていった。
②江戸時代のたばこ文化
＊楽しみといこい
たばこは、江戸文化にとけ込み、欠かせない風俗のひとつとなっていった。特に庶民にとっては数少ない身近な楽しみであり、生活のなかのいこいとして疲れをいやすものであった。また、会話しながらの一服は、雰囲気をなごやかなものにし、来客にはもてなしのひとつとなるなど、社交の場でも活躍したのである。いつでも喫煙できるように行楽や旅にも携えられ、きせるやたばこ入れの喫煙具にも、庶民の「粋」の精神が発揮されるなど、人よりも凝ったものや、良いものを持つことが自慢されていた。
＊細刻み（ほそきざみ）たばこ
細刻みたばこは、江戸時代の日本で発達した、世界でも例のないたばこの加工技術である。江戸時代の半ばを過ぎると、「こすり」という呼び方で細刻みが登場する。このころは手刻みであったが、すでに髪の毛ほどの細さに刻む技術があったといわれている。なぜ、日本だけに細刻みが発達したかという理由は定かではないが、細く刻むとたばこの味がマイルドになることから、日本人の味の好みや文化的な風土から生まれたのではないかと言われている。また、細く刻むには、良く切れる包丁が必要であるが、日本刀を作る高度な技術が活かされ、結果として世界でも珍しいたばこが誕生した。
＊江戸時代のたばこ屋
喫煙の風習が広まるにつれて、たばこの製造や販売が産業として発達した。はじめは、各自が葉たばこを買い求め刻んでいたが、やがて「一服一銭」と呼ばれる露店が現われるようになった。明暦（1655～1658）以降、版本の挿絵にもたばこ屋が見られ、このころまでには、たばこの製造販売を専業とする店があったと思われる。当時は、おかみさんが巻き葉をつくり、主人が刻む「かかぁ巻き　ととぅ切り」といわれる家族単位の形態であった。
＊手刻みから機械へ
日本の刻みたばこの製造は、手刻みから発達し、商品としての需要が増加するにつれて、能率のよい機械が何種類か考案された。これらの機械はかなりの精度でたばこを刻むことができ、当時の精密機械の代表的存在であった。全体の機構をはじめ、刃や歯車の製造などは、他の技術分野との関係も深い。明治以降には、動力も導入され、能率の高い機械になった。
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図2「咲分ケ（さきわけ）言葉の花　おかみさん」
喜多川歌麿（享和ころ）
③明治以降のたばこ文化
＊洋風化
明治時代に入ってから、欧米の文物が大量に日本に伝わり、さまざまなものが洋風化していった。紙巻たばこや葉巻などはきせる不用の便利さや、ハイカラ志向をくすぐったこともあって、大都市を中心にもてはやされるようになり、江戸時代から続いた日本の喫煙風俗もしだいに変化していった。このことは、伝来以来の日本のたばこをとりまく状況を、大きく転換させる契機となった。
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葉巻と紙巻たばこを
ホルダーで喫煙
「ポタン・ド・ヨコ」刀を差した男たちがまたやって来る。条約改正前夜　G・ビゴー（明治23年）
＊明治のたばこ商たち
明治の中ごろから、たばこ産業は、大都市を中心に、問屋制手工業から、工場制手工業へ、そして、機械制工業へと移行した。生産力が向上すると、たばこ商に資本が蓄積され、近代的な会社形態をとる者も現れるようになった。
こうして成長したたばこ商は、より多くの商品を販売するために、あらゆる媒体を利用して猛烈な宣伝合戦をくり広げた。特に、東京の岩谷（いわや）商会と京都の村井兄弟商会の宣伝合戦は有名である。
④明治以降のたばこ文化：専売の時代（戦前） 
明治時代以降、紙巻たばこの普及によって、日本のたばこ文化は大きく変わった。刻みたばこをきせるで吸う喫煙風俗は、都市を中心に手軽な紙巻たばこへと移っていった。一方、国の制度も新しくなるなかで、政府は、明治9年（1876）、「煙草税則」で、営業税と商品個々の印紙税の徴収を実施した。ついで同16年（1883）、21年（1888）の税則改正、同31年（1898）に「葉煙草専売法」を施行して、税収入の増大を図った。そして明治37年（1904）「煙草専売法」により、原料葉たばこの買い上げから製造販売まで国の管理（製造専売）で行われることになった。
以来、大蔵省専売局から日本専売公社へと引き継がれながら、昭和60年3月まで専売の時代は続いた。この間、2度の世界大戦を経て社会は大きく変化していく。身近な嗜好品（しこうひん）であるたばこは、こうした時代の流れや世相につれてそのかたちや味わいを変えながら、人々とともに歩んできた。
＊専売制の背景 
明治31年（1898）日清戦争後の財政的要請で「葉煙草専売法」が施行された。しかし、葉たばこの密耕作や横流しが横行し、目標の税収を得ることはできなかった。その後、欧米のたばこ資本が国内のたばこ産業を独占するおそれが生じ、また、日露戦争の戦費を調達する必要にも迫られ、政府はたばこの製造専売にふみ切り、明治37年（1904）7月「煙草専売法」が施行された。
＊刻みから紙巻へ 
大正から昭和にかけて、都市の人口が増加するにつれ、都市を中心に紙巻たばこの需要が増えていった。一方、初めは口付が中心だった紙巻たばこも、両切りの方が好まれるようになり、昭和５年（1930）には両切りの製造数量が口付を超えた。昭和の初期には、こうしたたばこの嗜好の変化に応じて銘柄が整理され、新しいたばこが多く登場した。
＊シガレット
紙巻たばこはシガレットとよばれ、明治時代に日本に登場した新しい喫煙風俗の代表であった。
シガレットは19世紀後半から欧米で本格的に作られるようになり、急速に普及した。幕末から明治にかけての日本では、葉巻やパイプも入ってきたが、紙巻たばこは、ハイカラな風俗のシンボルとして日本人の興味を引いた。また、輸入されたシガレットパッケージの美しい印刷やデザインも日本人を驚かせた。そして、日本の国内でも、シガレット作りに挑戦する人々が登場し、新しい産業へと育っていった。
＊商業美術の発達 
たばこの製造が民営から専売になると、しばらくの間、たばこのポスターは作られなくなった。しかし、商品としての顔であるパッケージのデザインや名称は、そのイメージを左右する重要なものとして工夫が凝らされた。一方、大正から昭和にかけて、日本の商業美術は、飛躍的に発達した。たばこも、ポスター製作が再開され、当時活躍していた商業デザイナーのさきがけ・杉浦非水（ひすい）がデザインを手がけたパッケージなども登場した。
＊戦争とたばこ 
昭和12年（1937）に始まった日中戦争は、やがて太平洋戦争へと拡大した。戦争中、物資は軍需用優先となり、資材の節約が励行された。たばこは、銘柄の削減と包装の簡易化がすすみ、印刷も一色刷りになった。一方、軍事費確保のため通常の税金のほかに戦時負担金が付加されたり、英語の使用禁止により名称の変更も行われたりした。そして、戦争の激化によりたばこも不足し、昭和19年（1944）からは配給制になるとともに「イタドリ」などの代用葉が混入された。
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ⅳ喫煙の社会的機能の分析
以上のように、たばこはその長い歴史の中で、政治や風俗、風習、風土にあった形に変化し、歴史の変遷を反映してきた。そして、いずれの時代、社会においても、喫煙に起因した否定的価値と、肯定的価値の両方を見出すことができると、S.J.ファインバトラーは説明している。
新大陸でスペイン人が喫煙を発見した時代、喫煙は、スペイン人たちにとっては悪魔の象徴として考えられ、原住民にとっては神聖なものであった。エリザベス時代のイギリスでは、煙のたまったコーヒーハウスで喫煙する下級階級の物たちと差別化を図るため、上流階級の人々は、喫煙を否定するか、下級階級とは全く異なるスタイルの喫煙スタイルを作ることで、それを可能にしようとした。江戸時代の日本では、かぶきものたちが徒党のシンボルとしてたばこを利用した。
そして、現在、「喫煙者」、「非喫煙者」の組み合わせが、人々の間に境界を作っている。そして、それが占める範囲を、物理的にも分煙という形で決めることが増加している。
また、境界によって分離すると同時に、喫煙は、そのグループを包括するという側面も持つという。煙が充満した部屋は、そこに実際に喫煙者がいようといまいと、共通の状態にありともに煙の原因である者同士の、犯すことのできない内面的なつながりを暗示している。原住民たちの、神と一体になる儀式のイメージは、このイメージの中にあると考えられる。イギリス人のコーヒーハウスでの喫煙、および、アメリカ人がコーヒーブレイクでたばこをともに吸うという行動は、喫煙の他に友情の為の基盤が存在しない時でさえ、グループの仲間になることを可能にする。また、日本でも、古くは江戸時代から、喫煙具や紙巻きたばこのパッケージなどを凝ったものにすることで、新しいものや流行の象徴として利用されてきた。そして、現代でも、喫煙のスタイルによって、グループごとの違いをみることができる。ビクトリア時代の人々が、喫煙室に閉じこもって嗅ぎたばこを吸うことによって自分自身を隔離したように、学界の人をパイプ、ビジネスマンを良質の葉巻、解放された女性を長細いシガレットによってイメージづけられている。
以上のように、喫煙は、人々にとって象徴としての役割を持っている。
ちなみに、たばこは、その性質上物理的な境界があいまいで、固定しないという特徴を持つ。境界があいまいなものは、文化的社会の中で象徴的な意味をつける対象となりやすい。境界をはっきりさせることで、グループの特徴をたもとうとする。あるグループは、その反対活動によって、より主張を強める傾向がある。たばこの象徴である煙は、気をつけていても簡単にその境界を越えやすいものである。したがって、非喫煙者は、ますます教会について意識することになり、ますます自分自身の領域拡張に関心を持つようになり、ますます侵入に関して脅威を感ずるようになるのである。また、たばこのもうひとつの特徴である臭いも、象徴として利用されやすい要因のひとつである。あるグループにとって、自分たちのにおいは、自分たちにとっては歓迎しあい、分かち合うために使用され、歓迎しない人々に対しては、においを防衛しようとし、攻撃的な侵入者はにおいを奪おうとすることもある。グループ間の特別なにおいを保存するように用いられるということは、境界の明確化させる手段として機能してきた。つまり、たばこは、喫煙者にとっての象徴としての役割だけでなく、境界をはっきりさせるという意味では、非喫煙者にとっても、社会秩序を保つ象徴となっているのである。この機能が、たばこが長い歴史を通じて使用されてきた要因のひとつであると考えることができる。
３章　女性喫煙者増加の理由
ⅰ女性と社会的規範
ここまで、喫煙という文化が、なぜ、長い歴史の中で攻撃を受け続けてもなお重要性を保持しているかについて、その歴史を分析することで説明してきた。では、それを踏まえ、なぜ近年になって女性喫煙者が増加してきたのかについて分析していく。これは、近年における男女平等の考え方が関係していると考えられる。長い間、喫煙は男性の象徴として扱われてきたが、男女平等の考え方によって男女の境界がなくなってきたことにより、喫煙による男女の境界も同時になくなってきたのである。
このことについて詳しく分析していく前に、行動の意思決定に関して、社会的な要因による規範の影響は、男性よりも女性のほうが強いことを述べておきたい。このことは、「たばこを考える」の中で述べられている。彼らは、フィッシュバインの予測式を用い、行動のメカニズムを研究した。これは、行動をその行動に対する態度と主観的規範によって予測しようとするものであり、ほかの要因はすべてこれら二要因を通して間接的に作用するというものである。彼らは、喫煙行動の規定印を明らかにするために、フィッシュバインの予測式を用いて、社会人１９３（男１０３、女９０）名と学生２０７（男１３０、女７７）名を対象に調査を行った。
その調査の結果から言うと、男性は「社会規範への同調」からたばこをすっているというわけではなく、３人に２人がたばこを吸うという男性のこう喫煙者率は、喫煙への圧力としてよりは、むしろ、喫煙が男性にとっては社会的に承認された行動で、吸うか吸わないかが自由に選べる選択性の高い行動であることを意味すると考えられる。ゆえに、男性は自分の好みに従って行動していると解釈できるのである。
一方、女性の場合は、その普及率の低さから、いまだ承認されるにいたっていない行動であると考えられる。世間の人はたばこを吸う女性をよく思わないという規範が、吸わない人にはより強い抑止力として働き、あえて吸う人には、世間の目や社会規範の圧力から自分を守ってくれる重要他者、あるいは準拠集団（リファレンスグループ）の支持が決定要因として働くと考えられるのである。そして、女性の喫煙者にとってのリファレンスグループは、自分に近い存在、親しい人々なのだという。他人の目を意識する場合の相手は、親戚、近所の人、上司・先生というのがトップ・スリーになっている。これらの相手はいずれも外部の人、自分をより好いように見てほしい人で、伝統的な社会規範の担い手であると考えられる。これに対し、夫や家族、友人など自分に近い人の目はほとんど意識してないという。これらの相手が自分の喫煙行動を護るリファレンスグループとしての役割を果たしているからであろうと、彼らの調査は結論付けている。
ⅱ女性が喫煙する理由
今日、女性が喫煙する事に対して女性自身が考える理由に関しては、製薬会社のファイザーが２００４年10月に20～40歳代の女性600人を対象として実施したインターネット上のアンケート調査で見ることができる。調査によると、たばこを吸い始めた最大のきっかけは、「ストレス・イライラ解消のため」で35.0％だった。次いで「かっこいいと感じた」（20.7％）、友人・知人に勧められた（16.5％）の順。たばこをやめない理由も「ストレス・イライラ解消のため」が第１位で、実に64.7％もあった。２位の「（やめる）きっかけがない」を大きく引き離している。
そして、現代の女性が抱えるストレスの原因についても、アンケート調査がある。株式会社MilleVoce（ミッレヴォーチェ、所在地：兵庫県西宮市）が、2009年2月1日から2月28日に渡り、機能性メディカル化粧品を販売する「ラニズコンセプトショップ (https://www.lanishop.com/)」にて、10代〜50代の男女会員を対象にストレスに関するアンケート調査を実施した。（有効回答数：244名）このアンケート調査によると、98%(男性は96%、女性は98.2%)が何かしらのストレスを抱えており、その「ストレスのもと」としてもっとも多かったのは人間関係で、30%に近い人が職場や学校などの人間関係をストレスの原因として挙げたという。
つまり、この２つのアンケート調査から分析すると、女性がたばこを吸う理由はストレス、特に人間関係によるストレスであるということが考えられる。そこで、ストレスを軽減するためにたばこを選択する要因の一つとして考えられるのが、たばこの、社会秩序を保つ象徴としての機能である。先に述べたように、喫煙女性の喫煙行動には、親しい人の支持が決定要因として働く。近年、女性の社会進出が進み、働く女性が増えたことで、特に職場での人間関係にストレスを抱える女性が増えた。そこで、親しい人に喫煙者がいたとき、自分も同じように喫煙をすることで、彼らとより親密な関係を築くことができ、職場でのストレスを軽減することができるかもしれない。そして、近年になって男女平等の社会に変わってきたことで、そのこと自体が、喫煙による「男と女」の境界を崩し始めたことで、女性が喫煙しやすい社会に近づいてきているのかもしれない。
ⅲ女性の喫煙とたばこ産業
一度整理すると、今日の男女平等の考え方が、これまでの喫煙が男性のものだというイメージを変え、それと同時に、働く女性の増加がストレスを発散するために喫煙したいという女性を増やしたというのが、ここまでの分析である。しかし、近年の女性喫煙者の増加を、男女平等の考え方のみで説明することはできない。なぜなら、両者の間にはタイムラグが存在するからである。これを説明するには、喫煙の文化が広がる背景には、商業の存在があることを理解する必要がある。
喫煙の文化がスペインに持ち込まれたときも、日本に喫煙の文化が上陸したときも、その文化を広めたのは、商人たちであった。そして、近年における女性喫煙者の増加も、たばこ生産会社の影響が少なからずあると考えられるのである。つまり、女性向けのたばこの増加や、たばこ産業各社における女性向けの宣伝の強化が、女性喫煙者の増加の要因の一つであると考えているのである。
フィリップモリス社のバージニアや、日本たばこ産業のピアニッシモなど、以前から女性向けのたばこは存在していたが、2000年あたりから、次々に各社でそれらのリニューアル商品や関連の新商品が出され始めた。
この、いわゆる女性向けたばことは、低タール、メンソール（あるいは低臭気）、スリム（形状が細長い）のいずれか、もしくはすべての特徴を持つものがそのイメージイメージとなっており、たばこ生産会社も、女性を意識した商品には、これらの特徴を持たせることが多い。
この三つの特徴のうち、低タールが女性に人気である理由としては、女性喫煙者の多くが社会的規範を強く意識しながら喫煙していることが要因であると予想される。これまでに述べてきたように、女性喫煙者の多くが、社会的に喫煙が認められていないことを理解しつつも喫煙するという矛盾を抱えている。そこで、なるべく低タール、低ニコチンのたばこを吸うことで、たばこに依存しきっていないことを表現しようとしているのではないだろうか。また、依存が強まらないようにすることで、いつでもやめられるようにしておきたいという気持ちがあるかもしれない。いずれにしても、社会的に認められていない文化を、認められていないにも関わらず、しかし、だからこそその文化を取り入れたいとする女性の矛盾が表れているのかも知れない。
メンソールや低臭気なものが好まれることは、これも嫌なにおいがつきにくいことで、非喫煙者のグループからの批判を避けたいという気持ちの表れではないかと思われる。
長い歴史の中で、たばこは、そのにおいを象徴とすることで、社会グループの秩序の強化という機能を果たしてきたが、現代では、社会の複雑化に伴い、もしかするとその機能が変わってきているのかも入れない。つまり、境界をはっきりさせることで社会の秩序を守ろうとするのではなく、どちらからの批判も受けないようにしたいという考え方が生まれてきているかも知れないのである。
スリムなたばこが好まれることに関しては、手を美しく見せるためといわれている。このほかに、女性向けたばこといわれる商品の特徴として、大きなものがある。それが、女性を意識したパッケージである。そして、女性を意識したファッション性を追求した会社側の宣伝が、若い女性の心をつかんでいるのである。見た目の工夫と同時に、最近では、ファッション性の高いノベルティ（おまけ）付きの商品や、有名服飾ブランドとのコラボレート商品が次々と売り出されている。しかも、これらの商品は、最近急速に種類も増えている。日本たばこ産業のピアニッシモにおいても、現在売られているものは8種あり、一番最近発売されたものは、2010年11月に発売されたばかりのものである。ノベルティにおいても、一つのたばこに1種類のノベルティではなく、色違いを含め、何種類ものノベルティを用意していることが多い。これは、たくさんの種類を用意しておくことで、集めたいという欲求を刺激し、たくさん買ってもらおうという考えがあるものと思われるが、もうひとつ、自分の個性を表現したいという若者の心理を突いたものであるとも考えられる。
これらの会社側の戦略は、女性のブランド志向を意識したものではないかと考えている。
なぜブランド志向というものが起こるのか。以下が消費者心理の分析により解明された７つの理由である（出典：竹村和久編「消費行動の社会心理学」）。
①自己表現因子（自分の好みや感性を表現）
②優越性因子（自己のイメージを良くし、優越感が得られる）
③反同調性因子（まわりの人が持たないものを持つ）
④話題性因子（話題になっているものを持つ）
⑤逸脱回避因子（ブランド品を持つとトレンド等に外れていないことを証明）
⑥不協和回避因子（ブランド品を買うと後悔することが少ない）
⑦品質評価因子（ブランド品は品質がよく値打ちがある）
これを、たばこに置き換えて考えてみる。
①自己表現因子　バリエーション豊かなラインナップや、ノベルティの数々によって、自己を表現できる。
②優越性因子　芸術性の高いパッケージの商品を身につけることにより、自己のファッション性が高まる。
③反同調性因子　ノベルティは期間限定、数量限定である場合が多く、希少性がある。たばこのパッケージ自体が、期間限定デザインになることもある。また、女性の場合、たばこを持っていること自体に希少的価値があるかもしれない。
④話題性因子　服飾ブランドとのコラボレートにより、女性ファッション誌に広告が載ることもある。
⑤逸脱回避因子　人気服飾ブランドとのコラボレートにより、流行としての価値も取り入れることができる。また、低タール、メンソールは、若者全体に人気のある商品であるため、その特徴も、一つの因子である。
⑥不協和回避因子　女性向けたばこは、苦みなどの刺激の少ないものや、低臭気のものが多い。不快な要素を取り除き、さらに、バニラやピーチなど、女性を意識したフレーバーがつけられていることもある。
⑦品質評価因子　女性向けたばこの多くが、宝石のデザインなど、高級感を意識したパッケージである場合が多い。また、最近のたばこ値上がりにより、値段が上がったこと自体が、値打ちのあるものだという考えに結び付くかもしれない。
このように、たばこ生産会社側の積極的な戦略が、女性喫煙者の増加の要因の一つになっていることが考えられるのである。
４章　まとめと結論
ここまで、若い女性の間で喫煙者が増えてきている理由を、たばこの社会的機能を踏まえながら分析してきた。
たばこは、長い間、社会秩序を保つ象徴として機能してきた。そして、それによって喫煙が男性のものだというイメージを作られていたために、女性の多くが喫煙を避けてきた。しかし、現代の女性は、男女平等により社会進出を果たし、喫煙に関する男女の境界はあいまいになってきた。また、現代社会の複雑化と同時に、喫煙の社会的機能も変化を始めているようである。女性は、社会進出を果たしたと同時に、人間関係のストレスを抱えるようになった。そのストレスが、たばこによって喫煙者との絆を深めたいという思いと、一方で非喫煙者からの批判も避けたいという複雑な思いを生んでいるのかもしれない。それに合わせて、たばこ生産会社が女性をターゲットとした戦略を行っていることが、女性の喫煙者の増加をさらに促進している。
ここまで、女性喫煙者の増加の原因を探ってきたが、その理由は多くの矛盾を抱え、複雑なものであることが分かった。喫煙のリスクや、社会的な批判を知っていながら、それでも女性は喫煙という選択をとっているのである。先に述べたように、若い女性の喫煙には、妊娠への影響や美容に関する問題など、さまざまなリスクがある。もし、女性の健康を考え、女性喫煙者を減らす政策を考えることがあった場合、女性の喫煙の直接の理由である人間関係のストレスの軽減が、一番の対策なのかも知れない。そして、身近な人に女性喫煙者がいて、その人の健康を考え、たばこを控えてほしいと思うことがあるならば、たばこの健康リスクを訴えるだけではなく、その人の人間関係のストレスの原因を一緒に考えてあげることが必要なのかも知れない。
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